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そ
な
え

邦
彦

議
員（
自
由
）　
親

子
が
社
会
や
地
域
か
ら
孤
立
す
る

と
、
虐
待
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
保
育
所

や
幼
稚
園
の
利
用
希
望
が
あ
る
に

増
山

あ
す
か

議
員（
市
政
）　
子

ど
も
が
多
数
利
用
す
る
公
園
や
通

学
路
な
ど
に
お
い
て
、
た
ば
こ
の

受
動
喫
煙
や
ポ
イ
捨
て
の
取
締
り

を
強
化
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多

く
あ
る
が
、
屋
外
で
の
喫
煙
防
止

に
係
る
現
在
の
取
組
と
、
今
後
の

対
策
強
化
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長
　
市
内
の
主
要
駅
周
辺
を
環

境
美
化
推
進
地
区
に
指
定
し
て
お

り
、
同
地
区
内
の
駅
周
辺
道
路
を

喫
煙
禁
止
路
線
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
地
区
以
外
に
お
い
て

も
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
歩
行
喫

髙
津

み
ど
り

議
員（
公
明
）　
日

本
で
は
毎
年
の
よ
う
に
災
害
が
起

き
て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち
が
多

く
の
時
間
を
過
ご

す
小
・
中
学
校
に

お
け
る
防
災
教
育

の
現
状
と
課
題
は
。

教
育
部
長
　
児
童

・
生
徒
等
の
生
命

を
守
り
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
各

校
で
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、

実
践
的
な
避
難
訓

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）　
平

成
１４
年
に
一
般
質
問
で
、
市
の
奨

学
金
制
度
の
拡
充
を
求
め
た
が
、

そ
の
後
、
国
の
制
度
が
大
幅
に
拡

充
さ
れ
る
な
ど
、
修
学
支
援
の
状

況
は
変
化
し
て
き
て
い
る
。
そ
こ

で
、
市
の
奨
学
金
制
度
の
現
状
と

今
後
の
在
り
方
を
聞
き
た
い
。

教
育
部
長
　
申
込
者
数
が
全
体
的

に
減
少
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、

特
に
貸
付
事
業
で
は
顕
著
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
国
の
制
度
拡
充
を
踏

ま
え
、
市
の
奨
学
金
制
度
と
の
す

み
分
け
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
利
用
者
の
仕
事
や
年
収
な

ど
の
実
態
を
踏
ま
え
、
一
定
の
条

件
の
も
と
、
貸
付
奨
学
金
の
償
還

を
猶
予
す
る
な
ど
、
新
た
な
仕
組

み
を
導
入
す
る
考
え
は
。
ま
た
、

給
付
奨
学
金
の
金
額
拡
充
や
大
学

生
等
に
対
象
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長
　
貸
付
奨
学
金
の
償
還

猶
予
な
ど
に
つ
い
て
は
、
財
源
の

確
保
を
念
頭
に
、
学
生
の
卒
業
後

の
地
域
貢
献
や
市
内
に
お
け
る
人

材
確
保
な
ど
の
視
点
も
意
識
し
、

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、

給
付
奨
学
金
の
拡
充
に
つ
い
て
も
、

財
源
確
保
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

も
か
か
わ
ら
ず
無※

園
児
の
状
態
と

な
っ
て
い
る
家
庭
に
、
市
は
ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
う
の
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
利
用
希
望
者

に
は
、
入
所
相
談
を
常
時
受
け
付

け
て
い
る
。
一
方
で
、
市
が
保
育

所
等
へ
の
就
園
が
望
ま
し
い
と
判

断
し
た
家
庭
に
は
、
職
員
が
手
続

き
の
支
援
を
行
い
、
施
設
利
用
に

至
ら
な
か
っ
た
場
合
も
、
育
児
支

援
家
庭
訪
問
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
等
を
紹
介
し
、

継
続
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業

の
具
体
的
な
内
容
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
そ
の
家
庭
の

状
況
に
応
じ
、
専
門
職
や
家
事
育

児
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
を
、
お

お
む
ね
３
か
月
か
ら
６
か

月
の
間
、
月
に
１
回
か
ら

４
回
程
度
、
派
遣
す
る
。

※
無
園
児
…
保
育
所
や
幼
稚
園

等
に
通
わ
な
い
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も

他	

移
動
市
役
所
の
導
入
に
つ
い

て

煙
を
控
え
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
公

園
等
で
の
喫
煙
な
ど
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
実
効
性
の
高

い
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

議
員
　
通
学
路
で
の
た
ば
こ
の
火

の
危
険
性
や
受
動
喫
煙
に
対
す
る
、

今
後
の
取
組
は
。

教
育
部
長
　
関
係
機
関
と
連
携
し
、

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
で
の
働

き
か
け
強
化
や
通
学
路
標
示
板
に

よ
る
啓
発
な
ど
に
取
り
組
む
。

他	
狭
あ
い
道
路
と
行
き
止
ま
り
道
路
の

解
消
の
進
捗
（
そ
の
３
）

民
等
と
連
携
し
防
災
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

他	

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け

て
―
公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
と
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
の
導
入
を
―

秋
山

と
し
ゆ
き

議
員（
市
政
）　

国
の
調
査
に
よ
る
と
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
数
は
９
年
連
続
で
増
加

し
て
い
る
。
本
市
も
同
様
の
傾
向

に
あ
り
、
従
前
の
不
登
校
の
未
然

防
止
と
早
期
改
善
を
目
指
す
取
組

の
充
実
に
加
え
、
新
た
な
不
登
校

施
策
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
不
登
校
特
例

校
の
設
置
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
理
由
は
。

教
育
長
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の

学
習
・
教
育
機
会
を
一
層
充
実
さ

せ
、
児
童
・
生
徒
が
今
後
の
進
路

を
主
体
的
に
捉
え
、
社
会
的
に
自

渡
辺

将

議
員（
都
民
）　
死
亡
に

係
る
市
の
各
種
手
続
を
１
か
所
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
お
く
や
み
コ

ー
ナ
ー
を
開
設
す
る
市
が
、
近
隣

で
も
相
次
い
で
い
る
。
一
方
、
本

市
で
は
、
死
亡
後
の
手
続
き
に
つ

い
て
、
約
２
週
間
の
間
に
世
帯
主

変
更
届
や
介
護
保
険
被
保
険
者
証

の
返
納
等
、
遺
族
が
最
大
で
１３
課

の
申
請
窓
口
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
聞
く
。
そ
こ
で
、
実
際

に
手
続
き
を
さ
れ
た
方
の
反
応
は
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
こ
れ
ま
で

市
民
等
か
ら
特
段
の
意
見
な
ど
は

な
い
が
、
令
和
４
年
６
月
に
一
部

遠
田

宗
雄

議
員（
公
明
）　
自
閉

症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
の

設
置
を
望
む
声
が
あ
る
が
、
本
市

に
は
現
在
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
、
対
象
と
な
る
児

童
・
生
徒
の
生
活
状
況
を
、
市
は

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長
　
当
該
児
童
・
生
徒
は

特
別
支
援
教
室
に
在
籍
し
、
自
立

活
動
や
個
別
学
習
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
教
室
入
室
に
至
る
過
程
で
も
、

保
護
者
と
面
談
を
行
う
な
ど
、
実

態
把
握
に
努
め
て
い
る
。

議
員
　
特
別
支
援
教
室
が
イ
ン
ク

立
す
る
こ
と
へ
の
支
援
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、
新
た
な
学
び
の
場

と
し
て
、
中
学
校
に
不
登
校
特
例

校
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

議
員
　
不
登
校
特
例
校
で
は
、
ど

の
よ
う
な
教
育
の
展
開
が
可
能
か
。

教
育
部
長
　
特
別
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

授
業
時
数
を
縮
小
し
、
生
徒
の
状

況
に
合
っ
た
無
理
の
な
い
教
育
課

程
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他	

女
子
野
球
タ
ウ
ン
認
定
と
読
売
巨
人

軍
と
の
協
定
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン

府
中
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て（
そ
の

４
）

の
新
聞
が
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
に

関
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
際
に
は
、

そ
の
設
置
を
望
む
声
が
あ
っ
た
。

議
員
　
市
に
お
い
て
、
お
く
や
み

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
考
え
は
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
超
高
齢
社

会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
中
、
お
く
や

み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
捉

え
て
お
り
、
本
市
で
の
開
設
に
向

け
、
他
市
の
事
例
を
踏
ま
え
て
課

題
を
整
理
し
検
討
を
進
め
て
い
る
。

他	

自
転
車
の
運
転
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
●

終
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

ル
ー
シ
ブ
教
育
の
促
進
に
つ
な
が

る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
保
護

者
に
よ
っ
て
は
、
特
別
支
援
学
級

に
通
え
な
い
環
境
で
、
我
が
子
が

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
こ
と
を
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
の
視
点
か
ら
の
市
の
取
組
は
。

教
育
部
長
　
障
が
い
の
あ
る
児
童

・
生
徒
と
そ
の
保
護
者
の
不
安
や

思
い
を
丁
寧
に
把
握
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

持
つ
多
様
な
能
力
を
多
様
な
学
び

の
場
で
最
大
限
に
伸
ば
し
、
自
立

と
社
会
参
画
を
目
指
し
て
い
く
。

育児支援家庭訪問事業

具 体 的 な 内 容 は

通 学 路 に お け る
受動喫煙対策等について
今 後 の 取 組 は

小・中学校における

防 災 教 育 の 課 題は

貸付奨学金について償還猶予など

新たな仕組みを導入する考えは

そ の 家 庭 の 状 況 に 応 じ
専門職や家事育児ヘルパーなどを
派 　　　　　遣 　　　　　す　　　　　る

関係機関と連携し

通学路標示板による

啓発などに取り組む

学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 と
関係機関が連携した取組を
充 実 させる 必 要 が あ る

卒業後の地域貢献などの
視 点 も 意 識 し
調 査 ・ 研 究 し て い く

不

登

校

特

例

校

で

は

ど
の
よ
う
な
教
育
の
展
開
が
可
能
か

お

く

や

み

コ

ー

ナ

ー

を

設

置

す

る

考

え

は

自
閉
症
・
情
緒
障
害
に
係
る
特
別
支
援
教
育

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

達

成

の

視

点

か

ら

の

市　

　

の　

　

取　

　

組　

　

は

授

業

時

数

を

縮

小

し

生
徒
の
状
況
に
合
っ
た
無
理
の
な
い

教
育
課
程
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

他

市

の

事

例

を

踏

ま

え

て

課
題
を
整
理
し
検
討
を
進
め
て
い
る

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
能
力
を

学

び

の

場

で

最

大

限

に

伸

ば

し

自
立
と
社
会
参
画
を
目
指
し
て
い
く

　▲公園で触れ合う親子

　▲生徒と一緒に防災訓練

　▲ たばこの火と煙から子どもを
　　守りましょう

練
を
月
１
回
行
う
ほ
か
、
風
水
害

が
想
定
さ
れ
る
学
校
は
年
１
回
以

上
、
そ
れ
に
対
す
る
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
取
組
を
一
層
推

進
す
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
と
関
係
機
関
が
連
携
し
た
取

組
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

議
員
　
防
災
活
動
に
は
地
域
と
の

関
わ
り
が
重
要
と
考
え
る
が
、
総

合
防
災
訓
練
等
を
契
機
と
し
、
地

域
と
一
緒
に
行
う
活
動
の
事
例
は
。

総
務
管
理
部
長
　
児
童
が
近
隣
自

治
会
と
一
緒
に
避
難
所
開
設
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
住


